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号外
埼玉県（第１区版）
22年9月21日号

国政・新時代！

！
たけまさ公一公式ホームページへお越しください

http://www.takemasa.org
皆様のご意見・ご要望をお待ちしています

voice@takemasa.org
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日
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●
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●
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に
公
認
決
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者

民主党プレス民主編集部
東京都千代田区永田町1-11-1
電話 03-3595-9988 （代表）
民主党埼玉県連広報局
さいたま市浦和区高砂3-6-16
電話 048-833-3500
FAX 048-833-3503
URL http：//minshu.org
E-mail info@minshu.org
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2010 東京武正会
「講演会＆交流会」

開催日：11月25日（木）

時 間：講演会 18:00～19:00

交流会 19:10～20:10

場所： グランドプリンスホテル赤坂

五色１階 「新緑」

会費：２０，０００円

講師：高橋 進 氏
㈱日本総合研究所 副理事長

党員費 年間6000円
サポーター会費 年間2000円

たけまさ公一を応援する個人献金です。
(１口５００円)×１２ヶ月=６，０００円より

*現金 *振込み *自動引落し
☆個人献金は、寄付金控除対象になります。
＊詳細については事務所へご連絡ください

衆議院議員たけまさ公一 ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ

●.昭和３６年(１９６１年)生まれ。

●さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業。

平成元年、松下政経塾卒業。

●平成１１年４月、埼玉県議会議員２期目当選。 ●平成２１年８月３０日、衆議院議員4期目当選。

●鳩山内閣外務副大臣、第一次菅内閣外務副大臣

たけまさ公一事務所・所在地

■浦和事務所 さいたま市浦和区北浦和3-6-11松本ビル2階

TEL:048-832-3810 FAX:048-832-3846

■岩槻事務所 さいたま市岩槻区本町5‒5-12

TEL:048-749-6801 FAX:048-749-6802

■国会事務所 千代田区永田町2-1-2第2議員会館312

TEL:03-3508-7062 FAX:03-3519-7715

TEL 048-832-3810 FAX 048-832-3846
E-mail： voice@takemasa.org ・・・までお願いいたします。

民主党埼玉県総支部連合会

「2010政経文化の集い」

開催日：１１月８日(月)

受付17：30 開会18：00

記念講演： 18：00

レセプション(懇親会)19：00

場所：浦和ロイヤルパインズホテル

会費 ２０，０００円

講師 榊原 英資 氏

（青山学院大学教授）



中東・ロシアを訪問（8月28日～9月3日）

8月28日～9月3日かけて中東3カ国・1地域とロシアを訪問。パレスチナ
自治政府のファイヤード自治政府首相とイスラエル安全保障委員会のウジ・

アラッド議長にそれぞれアッバス自治政府大統領とネタニヤフ首相に宛て

た菅直人首相の親書を手渡し、直接和平交渉実現への評価と、二国家解決

とイスラエルの東エルサレムを含む入植活動の停止を求めました。

ヨルダンでは国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）の難民キャ
ンプを訪れたほか、UNRWAの事務局長と日本の6億円の食糧援助に関す
る書簡を交換しました。この援助で27万人のパレスチナ難民が救われます。
さらに日本の原発の売り込みも行い、あわせてヨルダン政府は10日、日本
との原子力協定締結に合意しました。ヨルダン、エジプトでもカルテット

の一員として直接交渉実現への評価と日本の中東和平実現にかかる立場を

ヨルダン首相らに説明しました。

一方、ロシア政府が9月2日を「第二次世界大戦終了の日」に制定したこ
とを受け、すでに同記念日が成立した2日後の7月27日に外務省欧州局参事
官、8月13日には私がロシアの駐日臨時大使に残念であるとの意向を伝え
ました。 加えて9月3日にモスクワのロシア外務省を訪れた私はサルタノ
フ外務次官との会談で「日本国民、北方領土元島民の気持ちを考えると残

念である」と伝えたほか、今後の日露関係に否定的な影響を及ぼさないよ

う対応を求めました。これに対し、同次官は①国際関係に拡大させない、

②鎮魂の意味を込めている、③静かな環境で進める――などという考えを

示しました。

3段構えの経済対策」を発表（9月10日）

6月に閣議決定した「新成長戦略」を推進するため政府は9月10日、「新
成長戦略実現に向けた3段構えの経済対策」を発表。①約9,200億円を投入
して雇用や消費などを促進、②1兆円と補正予算で国内投資や規制改革など
を促進、③来年度予算の需要・雇用施策への重点配分や企業減税などを実

施――するという3段階で、失業率の低下、消費者物価のプラス転換、名目・
実質成長率各3％、2％を実現します。消費を促すため、家電や住宅のエコ
ポイント制度を今年度末、優良住宅取得支援制度（フラット35S）を来年1
2月末まで延長します。

プレス民主 号外版 NO.11

2

総　　　理 菅　直人 衆院

総　　　務 片山　善博 慶大教授（前鳥取県知事）

法　　　務 柳田　稔 参院

外　　　務 前原　誠二 衆院・前国交相

財　　　務 野田　佳彦 衆院・留任

文部科学 高木　義明 衆院

厚生労働 細川　律夫 衆院・前厚労副相

農林水産 鹿野　道彦 衆院

経済産業 大畠　章宏 衆院

国土交通 馬渕　澄夫 衆院・前国交副相

環境・防災 松本　龍 衆院

防　　　衛 北沢　俊美　 参院・留任

官　　　房 仙石　由人 衆院・留任

消費者・少子化 岡崎　トミ子 参院

郵政・金融 自見　庄三郎 参院・国民新

経済財政 海江田　万里 衆院

国家戦略 玄葉　光一郎 衆院・政調会長

行政刷新 蓮　舫 参院・留任

菅改造内閣　　　　（平成22年9月17日発足）

※首相官邸HPを参考に作成

菅改造内閣が誕生（9月17日）

菅直人首相は9月17日、内閣改造人事を発表。菅首相が「有言実行内閣」
と命名した改造内閣では野田佳彦財務相と北沢俊美防衛相、蓮舫行政刷新

相らが留任したほか、前原誠二国交相が外相に就任、馬渕澄夫国交副相と

細川律夫厚労副相がそれぞれ国交相と厚労相に昇格しました。また、民間

からは鳥取県知事を務めた片山義博慶大

教授を総務相に起用しました（【表】）。

同日の初閣議では①政治主導・官邸主

導を実現するため政府与党が一丸となっ

てまい進する、②円高・デフレから早期

脱却するため「新成長戦略」の着実かつ

早急な実現を図る、③省益にとらわれる

ことなく内外の政策課題に取り組む、④

無駄遣い根絶の徹底と情報公開の促進で

「行政の透明化」を推進する、⑤政務三

役と官僚は役割分担を明確にし一体となっ

て政策運営に取り組む――などとする基

本方針を閣議決定しました。この基本方

針に沿って新政権は金融・財政、国際社

会での活動、地域主権改革といった重点

課題に取り組み、経済成長と財政再建と

強い社会保障を身を粉にして実現します。
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浅野目 義英（県議・浦和区）
昭和３３年生まれ

民主党・無所属の会

警察危機管理委員会

公社事業対策特別委員会

高野 秀樹（市議・岩槻区）
昭和３５年生まれ

民主党・無所属の会さいたま市議団

文教委員会 委員長
予算委員会

神崎 功（市議・緑区）
昭和３０年生まれ

民主党・無所属の会さいたま市議団団長

民主党埼玉県連 副代表

市民生活委員会

三神 尊志（市議・見沼区）
昭和５５年生まれ

民主党・無所属の会さいたま市議団

市民生活委員会

原田 健太（市議・浦和区）
昭和４２年生まれ

民主党・無所属の会さいたま市議団

まちづくり委員会

武田 和浩（見沼区）
さいたま市議会議員公認決定者

昭和36年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

松岡 耕一（緑区）
埼玉県議会議員公認決定者

昭和51年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

民主党埼玉県第１区

地方議員並びに

公認決定者
井上 將勝（見沼区）
埼玉県議会議員公認決定者

昭和54年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

小柳 嘉文（浦和区）
さいたま市議会議員公認決定者

昭和40年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

末広 慎二（岩槻区）
さいたま市議会議員公認決定者

昭和55年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事


